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１．目的・動機

（１）目的

タマシキゴカイや干潟の生き物は、どんな風にくらしているのか調べてみたいです。

（２）動機

ぼくたち、生物クラブは、伊是名島の干潟にすむ海の生き物について調べている内に、干潟に出来る砂山に興味

を持ちました。その砂山はどんな生き物が作っているのか。どのようにして砂山を作るのか。砂山をどんなにほっ

ても姿を見つけられないのが不思議に思いました。

生物クラブのみんなで話し合い、その砂山は「タマシキゴカイ」が作っているだろうということになりました。

２．方法・内容および観察結果

（１）方法

①内花の干潟に観察に行く。

②スコップで「タマシキゴカイ」をほってさがす。

③干潟の生き物を採集・スケッチ・名前を調べる。

④写真をとる。

⑤ワークシートにまとめる。

（２）内容

①内花の干潟に観察に行き、タマシキゴカイをさがす。

タマシキゴカイの研究

山崎山茶・名嘉林（６年）

上原尚輝・島袋龍騎・東江優（５年）
生物クラブ
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②砂山の主をさがそうと何度もほりかえしたが、結局、砂山の主をつかまえることはできなかった・・・。

実際につかまえることはできなかったが、砂山の主は「タマシキゴカイ」と予想を立て図鑑からスケッチ、ワークシー

トにまとめていった。

③砂山がたくさんあった。砂山１つ１つにタマシキゴカイがいると最初は思っていたが、潮だまりを押すと３つの

砂山から海水がふきでた。このことから、タマシキゴカイは砂の中でつながっていて砂山を２つ～３つ作っているこ

とがわかった。
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④干潟の生き物を採集・スケッチ・写真・名前を調べる。

みんなで話し合った結果、上の赤い生き物がタマシキゴカイかもしれないということになりました。
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３．まとめ

（１）タマシキゴカイのことを調べてわかったこと。

①ゴカイには、いろいろな種類がいることがわかった。

②砂山を作って、モンブランのうんこを出すのは、タマシキゴカイとギボムシとわかりました。

③タマシキゴカイは、スコップでほっても固いサンゴの混じった砂泥にいるので、なかなか見つけられない。ギボ

ムシは、やわらかい砂泥にいるので見つけやすい。

④１匹で１つの山を作ってるのではなく、同じ高さの山を並べている、山はつながっていることがわかった。

⑤うんこのモンブランが、水にとけて山を作ってる。

⑥砂山のそばに、ゼリーの様なまるい卵を産む。卵の中には、小さな卵が何万個と入っている。10 日ぐらいした

ら卵の中身は流れて空っぽのゼリーの卵だけが残っていた。

⑦きれいな海には、タマシキゴカイはあまりすまないことがわかった。

⑧タマシキゴカイや干潟の生き物は、きたない海にすんで海をきれいにしていることがわかってきた。

　内花の干潟は、昔はとてもきれいな海だったけど、防波堤を作って、海の水の流れが変わってたまり水になって、

ヘドロのような汚い海になった。でも、タマシキゴカイや干潟の生き物がたくさんすむことにより、どんどんき

れいな海になってきている。

（２）これから調べたいこと

①１年間で、どのくらいの山を作っているのか。

②汚れた海を、タマシキゴカイや干潟の生き物がどんなしてきれいにしているか。

③どんなにして食べて、モンブランのうんこを出して、山を作っているか。

④１日どれくらいの山を作っているか。

４．その他

このレポートは、平成２４年度「国頭地区児童生徒科学作品展出品：銅賞」を頂きました。
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